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景気動向指数（2021 年 9 月）  

 ～基調判断は「足踏み」へ下方修正～ 
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自動車の大幅減産が響き、ＣＩ一致指数は２ヵ月連続で大幅低下 

内閣府から公表された 2021年９月の景気動向

指数では、ＣＩ一致指数が前月差▲3.8ポイント

となった。８月の▲3.1ポイントに続いての大幅

低下である。内訳では、鉱工業生産指数、生産

財出荷指数、耐久消費財出荷指数、輸出数量指

数など、輸出・生産関連による押し下げが非常

に大きい。半導体不足や東南アジアからの部品

調達難により、８月に続いて自動車の大幅な減

産が実施されたことが影響している。 

ＣＩ一致指数は 2020年５月を底として順調に

改善してきたが、足元５ヶ月のうち４ヶ月が前

月差で低下、７-９月平均の値も４-６月期を 3.0

ポイント下回るなど、ここにきて弱い動きとな

っている。 

 

基調判断は「足踏み」に下方修正 

この結果、内閣府によるＣＩ一致指数の基調判断は、これまでの「改善」から「足踏み」へと下方

修正された。 

その先について、「下方への局面変化」へ、基調判断がさらに下方修正されるかどうかは微妙なと

ころだ。「下方への局面変化」への下方修正の基準は、「７か月後方移動平均（前月差）の符号がマ

イナスに変化し、マイナス幅（１か月、２か月または３か月の累積）が１標準偏差分以上」かつ「当

月の前月差の符号がマイナス」である。このうち前者については基準を満たす公算が大きいため、後

者、つまり前月差でマイナスになるかどうかが鍵となる。 

この点、８、９月のＣＩ一致指数を大きく押し下げる要因となった自動車の減産については、９月

を底として 10月以降は減産幅が縮小することが計画されている。結果として 10、11月に関してはＣ

Ｉ一致指数は前月差で上昇し、基調判断のさらなる下方修正は回避されるのがメインシナリオだ。も

っとも、中国経済の減速や資源価格の高騰といった懸念材料もあることに加え、自動車の生産正常化

が予定通りに進むかどうかにも不透明感がある。10、11月における下方修正は回避できても、12月以

降に再びピンチが訪れる可能性もあるだろう。当面、綱渡りの状態が続きそうだ。 

 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」
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